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「
ア
ジ
ア
を
観
て
、
ア
ジ
ア
を
識
り
、
ア
ジ

ア
を
食
す
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
26
年
2
月

16
日
（
日
）、
北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
を

会
場
に
し
て
、
約
７
５
０
人
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
得
て
、開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

悠
久
の
時
が
育
ん
だ
文
化
と
伝
統
と
、
複
雑

な
価
値
が
混
在
す
る
イ
ン
ド
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
も
う
一
つ
の
デ
ィ
ー
プ
な
ア
ジ
ア
を

身
近
に
感
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
毎
年
2

月
に
開
催
す
る
「
市
民
が
主
役
」
の
国
際
交

流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
地
域
に
根
づ
か
せ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
ア
ジ
ア
を
観
て

　

会
場
1
階
、
小
ホ
ー
ル
で
は
ユ
キ
エ
・
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
・
ダ
ン
ス
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・
サ

ン
パ
テ
ィ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
ク
リ
シ
ュ
ナ

神
へ
の
想
い
を
艶
や
か
な
衣
装
で
官
能
的
に

踊
る
オ
デ
ィ
ッ
シ
ー
ダ
ン
ス
（
東
イ
ン
ド
古

典
舞
踊
）
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
そ
し
て
、

イ
ン
ド
映
画
の
大
勢
で
歌
い
踊
る
シ
ー
ン
と

し
て
大
ブ
レ
ー
ク
中
の
ボ
リ
ウ
ッ
ド
ダ
ン
ス

を
市
民
の
皆
さ
ん
も
踊
り
の
輪
に
加
わ
り
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ジ
ャ
ガ
ナ
ト
・
レ
コ
ー

ズ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
シ
タ
ー
ル

な
ど
の
煌
め
く
音
色
の
イ
ン
ド
楽
器
の
演
奏

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
で
は
、「
協
会
活
動
の
一
年
の
あ
ゆ

み
」
を
写
真
パ
ネ
ル
で
回
顧
し
ま
し
た
。
多

岐
に
わ
た
る
協
会
の
国
際
交
流
活
動
を
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
市
民
が
主
役
」の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2014.4.

〒481- 8531  北名古屋市役所（西庁舎 4 階）
TEL 0568 - 22 - 1111（内線）2400

発行者 北名古屋市国際交流協会

北名古屋の国際交流・・・ ばづくり、ひとづくり、ちいきづくり。

し



2

TOPIC

●
ア
ジ
ア
を
識
り

　

会
場
１
階
ロ
ビ
ー
に
、「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
と
は
何

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
シ
ア
バ
タ
ー
や
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

物
産
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
地
球
規
模
で
格

差
が
広
が
る
な
か
で
、
開
発
途
上
国
の
地
域
づ
く
り
に
貢

献
す
る
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
運
動
へ
の
取
り
組
み
を
深
く
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
キ
リ
ギ
ス
、
ブ
ー

タ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
タ
イ
、
中
国
な

ど
の
民
族
衣
装
を
試
着
し
、写
真
を
撮
り
、記
念
の
缶
バ
ッ

チ
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

2
階
視
聴
覚
室
で
は
、
映
画
ビ
デ
オ
を
2
本
上
映
し
ま

し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ロ
マ
ン
ス
、
コ

メ
デ
ィ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な
っ
た

イ
ン
ド
娯
楽
映
画
の
王
道
、「
ム
ト
ゥ
踊
る
マ
ハ
ラ
ジ
ャ
」

と
、
２
０
０
１
年
ベ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
金
獅
子
賞
を
受

賞
し
た
「
モ
ン
ス
ー
ン
・
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」
で
す
。
イ
ン

ド
へ
の
理
解
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

●
ア
ジ
ア
を
食
す

　

今
年
の
ア
ジ
ア
ン
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
は
、
イ
ン
ド
料
理

で
す
。
イ
ン
ド
ハ
ラ
ル
料
理
店
「
メ
ナ
ク
・
ハ
ラ
ル
・
フ
ー

ズ
」
を
、
2
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、

健
康
に
良
い
チ
キ
ン
、
ヤ
サ
イ
、
マ
メ
の
イ
ン
ド
カ
レ
ー

と
、
サ
モ
サ
（
イ
ン
ド
風
コ
ロ
ッ
ケ
）
の
4
品
で
す
。
会

館
に
イ
ン
ド
カ
レ
ー
の
ス
パ
イ
ス
の
香
り
が
溢
れ
、
食
欲

を
そ
そ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
に
は
、
ち
ょ
っ
と
新
鮮
な
本

格
的
な
イ
ン
ド
カ
レ
ー
を
堪
能
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
ン
カ
フ
ェ
も
開
設
し
ま
し
た
。
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
運
動
に
連
帯
し
て
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
有
機
栽

培
コ
ー
ヒ
ー
や
有
機
栽
培
紅
茶
な
ど
も
味
わ
い
、
ア
ジ
ア

ン
テ
イ
ス
ト
溢
れ
る
１
日
カ
フ
ェ
と
な
り
ま
し
た
。

　
《
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人
気
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、一

番
人
気
の
高
か
っ
た「
い
ち
じ
く
君（
仮
）」を
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
決
定
し
ま
し
た
。（
左
図
を
参
照
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
市
民
の
皆
様
は
、
総
数
６
２
０
名
。
最
高
点
は
、
２

５
８
名
の
皆
様
か
ら
、
ご
支
持
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、

次
点
は
、２
１
４
名
。
第
3
位
は
、１
４
５
名
。
そ
の
他
、3
名
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
？

　

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
が
、
市
民
手
づ
く
り
で
、
推

進
し
て
い
る
国
際
交
流
を
ツ
ー
ル
と
し
た
北
名
古
屋
地
域
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り
の
こ
と
で
す
。

　

協
会
事
業
の
大
き
な
柱
の
1
つ
で
あ
る
「
国
際
交
流
を
活

用
し
た
地
域
づ
く
り
」
を
担
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
協
会

内
に
設
置
す
る
運
営
企
画
会
議
地
域
お
こ
し
委
員
会
が
ア

イ
デ
ア
出
し
か
ら
、
企
画
運
営
、
実
施
ま
で
市
民
参
加
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
第
１
号
北
名
古
屋
地
域
お
こ
し
産
品

　

北
名
古
屋
地
域
お
こ
し
産
品
第
1
号
と
し
て
、「
北
名
古

屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
入
り 

イ
タ
リ
ア
ン
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」
を
「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
や
「
第
2
回
ア
ジ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
、
特
別
販
売
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
北
名
古
屋
地
域
お
こ
し
産
品
は
、
協
会
が
実

施
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
な
か
で
、開
発
提
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
ま
る

し
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第
三
次
中
東
戦
争
後
、一
つ
の
大
き
な
動
き
が
現
れ
ま
す
。
エ
ジ
プ

ト
に
は
戦
後
、
ス
エ
ズ
運
河
を
国
有
化
し
た
偉
大
な
ナ
セ
ル
大
統
領
が

い
ま
し
た
が
、
急
死
し
、
副
大
統
領
だ
っ
た
サ
ダ
ト
が
大
統
領
に
な
り

ま
す
。
そ
の
サ
ダ
ト
が
突
然
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
問
し
、
エ
ジ
プ
ト
は
イ

ス
ラ
エ
ル
と
平
和
条
約
を
結
ぶ
意
思
が
あ
る
こ
と
を
言
明
し
ま
し
た
。

　

第
三
次
中
東
戦
争
で
パ
レ
ス
チ
ナ
は
全
領
土
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
占

領
さ
れ
た
後
で
、
あ
る
意
味
裏
切
り
行
為
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が

そ
の
後
の
和
平
へ
の
第
一
歩
で
、
ア
メ
リ
カ
が
動
き
ま
す
。
カ
ー
タ
ー

大
統
領
が
サ
ダ
ト
大
統
領
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ
ギ
ン
首
相
を
、
米
国
の

大
統
領
別
荘
の
キ
ャ
ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ト
に
招
き
、
１
９
７
８
年
9
月

17
日
「
デ
ー
ビ
ッ
ト
合
意
」
を
結
ば
せ
、
１
９
７
９
年
に
エ
ジ
プ
ト
、

イ
ス
ラ
エ
ル
が
平
和
条
約
を
結
ん
だ
の
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
裏
切
り
行
為
を
し
た
エ
ジ
プ
ト
は
ア
ラ
ブ
連
盟
（
各
国

で
つ
く
る
ア
ラ
ブ
全
体
の
組
織
）
か
ら
約
10
年
間
除
名
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
本
格
的
な
和
平
は
訪
れ
な
い
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
独
立
に
絶
望

し
た
若
者
、
子
供
達
が
、
占
領
地
に
い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
士
に
石
を
ぶ

つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
ゴ
ム
の
玉
で
反
撃

し
、そ
れ
が
1
年
く
ら
い
続
き
ま
し
た
。
こ
の「
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ（
民

衆
蜂
起
）」
を
世
界
の
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
も
批
判

を
浴
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
（
Ｐ
Ｌ
Ｏ
）
の
指
導

部
は
１
９
８
８
年
に
、
こ
れ
ま
で
決
し
て
認
め
て
こ
な
か
っ
た
「
イ
ス

ラ
エ
ル
の
生
存
権
」
を
認
め
、
代
わ
り
に
「
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
」
を
つ

く
る
と
宣
言
し
、
国
民
・
若
者
に
希
望
を
持
た
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
「
ミ
ニ・パ
レ
ス
チ
ナ
構
想
」
は
、パ
レ
ス
チ
ナ
の
土
地
を
奪
っ

た
イ
ス
ラ
エ
ル
を
地
中
海
に
武
力
で
追
い
落
と
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
す
べ

て
を
取
り
返
す
当
初
の
戦
略
か
ら
の
転
換
で
、
そ
れ
に
反
発
す
る
グ

ル
ー
プ
も
い
ま
し
た
。

　

次
の
大
き
な
動
き
は
、「
湾
岸
戦
争
」（
１
９
９
０
〜
９
１
年
）
の
後
。

ア
メ
リ
カ
が
マ
ド

リ
ー
ド
で
和
平
会

議
を
開
い
て
、
湾

岸
戦
争
で
共
同
歩

調
を
取
っ
た
エ
ジ

プ
ト
、
サ
ウ
ジ
、

シ
リ
ア
と
と
も

に
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
対
し
、「
平
和
と

交
換
に
領
土
（
返

還
）
を
」
と
呼
び

か
け
、
2
年
後
に

『
暫
定
自
治
協

定
』
に
着
手
す
る

「
オ
ス
ロ
合
意
」

が
で
き
ま
し
た
。

　

暫
定
自
治
と

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

が
占
領
地
を
少
し

ず
つ
返
し
、
そ
の

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治

体
を
増
や
し
て
い
き
、
ゆ
く
ゆ
く
は
「
パ
レ
ス
チ
ナ
国
家
」
を
実
現
さ

せ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
調
印
し
た
ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
と
ラ
ビ
ン

首
相
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
が
、
譲
歩
し
た
ラ
ビ
ン
は

イ
ス
ラ
エ
ル
の
右
翼
青
年
に
暗
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

暫
定
自
治
と
い
う
新
た
な
和
平
の
過
程
が
動
き
始
め
た
が
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
シ
ャ
ロ
ン
（
後
の
首
相
）
が
警
官
を
連
れ
て
聖
地
エ
ル
サ
レ

ム
の
イ
ス
ラ
ム
地
区
に
乗
り
込
む
大
事
件
が
起
き
ま
し
た
。「
こ
こ
も

神
に
約
束
さ
れ
た
土
地
で
絶
対
返
さ
な
い
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
す
。

エ
ル
サ
レ
ム
に
は
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
い
う
三

大
宗
教
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
よ
そ
の
宗
教
の
礼
拝
場
区
域
に

は
、
立
ち
入
ら
な
い
と
い
う
不
文
律
が
あ
り
ま
す
が
、
シ
ャ
ロ
ン
は
そ

れ
を
破
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
の
決
定
的
な
溝
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

２
０
０
３
年
4
月
に
は
、
米
国
、Ｅ
Ｕ
、
国
連
、
ロ
シ
ア
か
ら
な
る
和

平
構
想
も
作
ら
れ
ま
し
た
が
う
ま
く
機
能
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

イ
ス
ラ
エ
ル
は
パ
レ
ス
チ
ナ
側
が
将
来
、
国
家
を
樹
立
す
る
占
領
地

に
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
住
宅
を
造
り
続
け
、
入
植
地
に
沿
っ
て
「
分
離
壁
」

ま
で
建
設
し
ま
し
た
。
テ
ロ
リ
ス
ト
の
侵
略
を
防
ぐ
た
め
と
の
理
由
で

す
が
、
結
局
は
占
領
地
を
返
す
気
が
な
い
の
で
す
。

　

そ
ん
な
状
況
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
存
在
を
認
め
な
い
パ
レ
ス
チ
ナ

強
硬
派
の
「
ハ
マ
ス
」
が
台
頭
し
て
い
き
ま
す
。
ハ
マ
ス
は
貧
し
い
家

族
の
た
め
に
病
院
や
学
校
を
つ
く
っ
て
、
無
料
で
学
校
に
入
れ
た
り
無

料
の
医
療
を
施
し
、
支
持
者
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
て
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
ア
ラ

フ
ァ
ト
議
長
死
亡
後
、
引
き
継
い
だ
ア
ッ
バ
ス
議
長
時
代
の
総
選
挙
で

「
ハ
マ
ス
政
権
」
が
誕
生
し
ま
す
。
し
か
し
過
激
な
政
権
を
米
国
や
イ

ス
ラ
エ
ル
は
承
認
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
内
部
で
は
、
自
治
政
府
の
ア
ッ
バ
ス
議
長
と
ハ
マ
ス
政

権
と
の
対
立
が
高
ま
り
、
ハ
マ
ス
は
ア
ッ
バ
ス
議
長
派
の
軍
隊
を
押
し

の
け
て
、
占
領
下
に
あ
る
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
と
ガ
ザ
の
う
ち
、
ガ
ザ
を

制
圧
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
ア
ッ
バ
ス
議
長
が
怒
り
、
パ
レ
ス

チ
ナ
の
首
相
を
解
任
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
議
長
の
い
る

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
と
ハ
マ
ス
の
い
る
ガ
ザ
と
で
内
部
分
裂
し
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
パ
レ
ス
チ
ナ
和
平
が
遠
の
い
た
時
に
、
米
国
に
オ
バ
マ
大
統

領
が
登
場
し
、「
イ
ス
ラ
ム
と
の
対
話
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。
オ
バ
マ
の

実
父
は
イ
ス
ラ
ム
・
ケ
ニ
ア
の
大
富
豪
の
息
子
で
、
ハ
ワ
イ
大
学
に
留

学
し
ま
す
。
大
学
で
知
り
会
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
女
性
と
結
婚
し
て
オ
バ

マ
が
生
ま
れ
ま
す
。
実
父
は
ハ
ー
バ
ー
ド
に
留
学
し
た
た
め
離
婚
と
な

り
、
実
母
は
再
婚
を
し
ま
す
が
。
オ
バ
マ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
け
れ
ど

も
、
実
父
の
血
を
う
け
て
い
る
の
で
イ
ス
ラ
ム
の
血
も
あ
る
わ
け
で

す
。
イ
ス
ラ
ム
と
キ
リ
ス
ト
の
共
存
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
２
０
１
０
年
、
3
年
ぶ
り
に
中
東
和
平
交
渉
に
踏
み
出
し
ま

し
た
が
、
そ
の
直
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
は
パ
レ
ス
チ
ナ
側
が
将
来
の

国
家
の
首
都
と
す
る
東
エ
ル
サ
レ
ム
に
、
１
３
０
０
戸
の
イ
ス
ラ
エ
ル

人
住
宅
の
建
設
を
承
認
し
た
の
で
す
。
そ
ん
な
姿
勢
で
は
和
平
が
成
り

立
つ
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
世
論
調
査
を
す
る
と
、「
占

領
地
を
返
還
す
る
必
要
が
な
い
」
と
答
え
る
国
民
が
60
％
を
超
え
ま

す
。
そ
の
理
由
は
「
神
に
約
束
さ
れ
た
土
地
」
だ
か
ら
と
い
う
旧
約
聖

書
の
世
界
に
固
執
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
「
シ
ー
プ
ド
ッ
グ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
羊
の
犬
」
と
ア
メ

リ
カ
は
中
東
和
平
で
は
言
い
ま
す
。
羊
の
群
れ
を
守
っ
て
い
る
犬
を

シ
ー
プ
ド
ッ
グ
と
言
う
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
中
東
和
平
で
は
、
お
互

い
が
変
な
方
向
に
行
か
な
い
よ
う
中
立
的
に
見
守
り
合
う
よ
う
に
、

シ
ー
プ
ド
ッ
グ
役
だ
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。
本
来
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の

関
係
が
あ
る
の
で
す
が
、
中
東
和
平
を
調
整
し
て
い
く
に
は
ど
ち
ら
に

も
味
方
を
し
な
い
で
、
誘
導
を
し
て
い
く
シ
ー
プ
ド
ッ
グ
役
を
求
め
ら

れ
て
い
る
の
に
ア
メ
リ
カ
は
最
後
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
味
方
に
な
っ
て

し
ま
う
。
中
東
和
平
、
パ
レ
ス
チ
ナ
和
平
は
容
易
に
は
訪
れ
ま
せ
ん
。

ア
ジ
ア
を
識
る
シ
リ
ー
ズ
！

演
題 

暴
力
の
応
酬
で
進
ま
ぬ
和
平

―

パ
レ
ス
チ
ナ
の
現
状―

し

　
協
会
で
は
、
世
界
に
突
き
刺
さ
る
棘
、
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
へ

の
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
、
10
月
19
日
（
土
）
北
名
古
屋

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム

で
、
中
日
懇
話
会
事
務
局
長
小
塚
哲
司
氏
を
お
迎
え
し
て
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
以
下
は
、
そ
の
概
要
で
す
。
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Information

〒
481
ー

8531  

北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15

　
　
　
　                    

北
名
古
屋
市
役
所（
西
庁
舎
内
４
階
）

電　
　
　

話 　

 

０
５
６
８
ー（
２
２
）ー
１
１
１
１  

内
線
２
４
０
０

フ
ァ
ッ
ク
ス　

  

０
５
６
８
ー（
２
５
）ー
１
８
０
０

Ｅ
メ
ー
ル 　

 info@
kitanagoya-kiia.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 　

 http://w
w
w
.kitanagoya-kiia.jp

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

総
会
記
念
バ
リ
舞
踊
公
演
会

　

通
常
総
会
終
了
後
、
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
、《
ア
ジ
ア
ン
ダ

ン
ス
の
華
》
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
舞
踊
公
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
員
の
皆
様
以
外
の
入
場
に
は
、
入
場
整
理
券
が
必
要
で

す
。（
先
着
50
名
様
）

・
と
　
　
き 

平
成
26
年
4
月
12
日
（
土
）
午
前
11
時
か
ら

 

開
始
時
間
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
と
こ
ろ 

北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
小
ホ
ー
ル

・
入
場
整
理
券 

平
成
26
年
4
月
1
日
よ
り
、
市
役
所
西
庁
舎

 

4
階
協
会
事
務
局
で
配
布
し
ま
す
。

通
常
総
会
開
催

　

協
会
で
は
、
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
と
　
　
き 

平
成
26
年
4
月
12
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

・
と
こ
ろ 

北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
小
ホ
ー
ル

・
対
　
　
象 

協
会
会
員

・
議
　
　
題 

平
成
25
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

 

平
成
26
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
事
業
予
算
（
案
）

　

協
会
の
総
会
は
協
会
会
員
の
方
し
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
事
前
に
開
催
通
知
を
ご
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

韓
国
語
基
礎
講
座

夜
間
コ
ー
ス　

平
成
26
年
5
月
か
ら
年
22
回

・
と
　
　
き 

毎
月
第
1
、
第
3
火
曜
日

 

午
後
6
時
45
分
〜
8
時
45
分

・
と
こ
ろ 

北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
研
修
室

韓
国
語
応
用
講
座

夜
間
コ
ー
ス　

平
成
26
年
5
月
か
ら
年
22
回

・
と
　
　
き 

毎
月
第
1
、
第
3
木
曜
日

 

午
後
6
時
45
分
〜
8
時
45
分

・
と
こ
ろ 

北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
研
修
室

韓
国
語
応
用
（
会
話
）
講
座

昼
間
コ
ー
ス　

平
成
26
年
5
月
か
ら
年
22
回

・
と
　
　
き 

毎
月
第
1
、
第
3
木
曜
日

 

午
後
2
時
〜
4
時

・
と
こ
ろ 

北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
研
修
室

中
国
語
講
座

夜
間
コ
ー
ス　

平
成
26
年
5
月
か
ら
年
22
回

・
と
　
　
き 

毎
月
第
2
、
第
4
木
曜
日

 

午
後
6
時
45
分
〜
8
時
45
分

・
と
こ
ろ 

北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
会
議
室

英
会
話
講
座

若
い
マ
マ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
対
象
に
、
子
や

孫
と
い
っ
し
ょ
に
英
語
で
遊
ぶ
英
語
力
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る

《
楽
し
く
て
元
気
に
な
る
英
会
話
》
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

昼
間
コ
ー
ス　

平
成
26
年
5
月
か
ら
年
22
回

・
と
　
　
き 

毎
月
第
2
、
第
4
金
曜
日

 

午
前
9
時
45
分
〜
11
時
45
分

・
と
こ
ろ 

北
名
古
屋
市
健
康
ド
ー
ム
研
修
室

・
対
　
　
象 

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

・
受
講
料 

一
般 　

 

年
１
４
０
０
０
円

 

会
員　

  

年
１
１
０
０
０
円

・
定
　
　
員 

各
コ
ー
ス
と
も
30
名
（
先
着
順
）

・
申
　
　
込 

平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
、
協
会

事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
開
講
日
は
、
原
則
を
お
示
し
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
、

事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
申
し
込
み
が
15
名
以
下
の
場
合
は
、
開
講
を
見
合
わ
せ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

外
国
語
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　
各
種
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、

左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

M
ay I help you?

と
、自
信
を
も
っ
て
外
国
人
に
声
を
か
け
、外

国
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
。只
今
、英
語
の
修
行
中
。
本
番
に
は
、ま

だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

　

元
は
と
い
え
ば
、随
分
前
に
、ア
メ
リ
カ
で

生
活
し
た
と
き
、そ
こ
の
人
た
ち
に
親
切
に

し
て
頂
き
ま
し
た
。そ
の
恩
返
し
の
つ
も
り
で
、日
本
へ

や
っ
て
く
る
人
に
何
か
お
手
伝
い
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、

と
思
い
ま
し
た
。

　

世
界
が
ま
る
ご
と
長
久
手
に
や
っ
て
き
た
万
博
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
名
古
屋
市
が
誕
生
し
、国
際
交
流
協
会
が
で
き

ま
し
た
。そ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
園
で
外
国
の
女
の
人
と
目
が
合
っ
た
ら
、に
っ
こ
り

微
笑
ん
で
く
れ
ま
し
た
。思
わ
ずH

ello!

と
声
を
か
け

て
い
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
友
達
に
な
り
ま
し
た
。
韓
国

の
務
安
へ
行
き
ま
し
た
。
韓
国
語
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
英
語
で
話
し
ま
し
た
。と
た
ん
に
、相
手
の

目
が
光
り
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
、少
し
だ
け
話
し
が
で

き
ま
し
た
。

　

協
会
の
英
語
講
座
の
先
生
、コ
ロ
ン
ビ
ア
人
の
Ａ
さ

ん
に
言
わ
れ
ま
し
た
。目
を
見
て
話
し
な
さ
い
と
。

　

英
語
に
自
信
が
も
て
な
い
の
で
、ど
う
し
て
も
伏
し

目
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。こ
れ
は
、外
国

人
か
ら
見
れ
ば
大
変
失
礼
な
こ
と
と
知
り
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
は
、こ
う
い
う
こ
と
に
も
気
を
つ
け
な
が
ら
、世

界
中
の
誰
と
で
も
、仲
良
く
し
て
、そ
こ
か
ら
国
際
交

流
が
始
ま
り
世
界
平
和
へ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
け

れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
理
事
　
辻
本
隆
子

目
を
見
て
話
そ
う
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